


























事3づくりは青年の事e
福島県

青年議会を学，3，山都町青年5人が来朝

彦
団
長
を
は
じ
め、

町
連
合
青

年
団
の
役
員
ら
男
女
十
四
名
と

対
面。

自
己
紹
介
の
後、

そ
れ

ぞ
れ
準
備
し
た
資
料
を
も
と
に

お
互
い
の
活
動
を
紹
介。

さ
ら

に
町
連
合
青
年
団
で
は
会
場
に

テ
レ
ビ
を
持
ち
込
み、

単
位
団

へ
の
訪
問
事
業
や
青
年
議
会
な

ど
の
模
様
を
記
録
し
た
ビ
デ
オ

で
の
紹
介
も
加
え、

質
問
や
情

報
の
交
換
が
一

層
活
発
化。

二
部
の
交
流
会
で
は、

女
子

団
員
の
確
保
か
あ
の
手
こ
の
手。

な
ど
の
話
題
に
花
が
咲
き、

手

に
持
つ会
ク
ラ
ス
の
朝
日
町
ワ
イ

ン
も、

や
や
不
足
ぎ
み
で
し
た
。

テント設営の基本を学ぶ育成委員のみなさん



（ 

下、

手
当
の
指
導。

消
防
朝
日

1

分
署
の
救
急
隊
員
に
よ
る
止
血

の
方
法
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の

仕
方
な
ど

か
プ
ロ
の
手
口。
を

披
凶
しな
が
ら、

映
画
会
交
え

て
の
研
修
に
参
加
者

たち
の
表

情
も
真
剣
そ
の

も
の。

7
事
故

な
く
無
理
な
く

安
全
に。
を

モ
ッ
ト
ー

に、

思
い
出
に
残
る

夏
休
み
の
活
動
を
見
守
っ

て
い

き

たい」
と
語
っ

て
い
ま
し
た。

あいにくの雨模様となっ
た

6月21日、
朝日連峰夏山聞きの行事が

、 鳥原の朝
白紙神社前で行なわれ、 2 I !J 4町（寒
河江、 長井、 西川、 大江、 i111n各市町
と当IIIJ）から参加した

山岳会などの関
係者約100人が、 登山者のJi_： 全を祈願。

地元山岳会のメンバー松位の鈴木弘
己さんと新妻のエパさん（フィリピン
出身）も 、 町の参加者12人と前日から
登頂し、 当日の朝、 向原の地地帯や登
山道周辺をビニ ー ル袋を片Fに清掃作
業。 心なく捨てられた空きカンなど約
100キロのゴミを回収し、自然保5蔓と登
山愛好者のマナ ー を11予びかけました。

工バさん f/"/ も参加

と函連峰夏山開き〉

比国からの

花嫁さん

身近な活抑土
福祉の 3院

を

「
ぬ
く

も
り

の
あ
る
地
域
づ

く
り

を
め
ざ
し
て、

高
齢
化
社

会
の
中
で
の
婦
人
の
役
割
と
進

め
方」
を
テ
l

マ
に、

町
連
合

婦
人
会
（
長
岡
京
子
会
長）

主

催
の
婦
人
若
妻
リ

ー
ダ
ー

研
修

会
が
六
月
二
十
六
日 、

会
員
約

百
二
十
人
が
参
加
し
て
中
央
公

民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た。

は
じ
め
に、

同
会
が
老
人
家

庭
と
ね
た
き
り

の
お
年
寄

り
の
い
る
家
庭
を
対
象
に

行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査

結
果
が
報
告
さ
れ、

そ
の

後
そ
れ
を

も
と
に
三
会
場

に
分
か
れ
て
の
話
し
合
い。

各
分
散
会
で
は 、

介
護

に
あ
た
っ

て
多
く
の
悩
み

を
抱
え
る
会
員
仲
間
の
気

持
ち
を
わ
か
ち
合
い、

高

齢
化
問
題
を
会
員
共
通
の

課
題
と
し
て、

身
近
な
活

動
か
ら
取
り

組
ん
で
い
こ

う
と

、

熱
心
な
話
し合
い

が
行
な
わ
れ
ま
し

た。

熱心な話し合いが行なわれた
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